
3 . 関連する状況
( 1 ) 安全性の評価

○ 遺伝子組換え農作物の安全性については、 経済協力
開発機構 (O E C D )、 コーデック ス委員会、 カルタヘ

ナ議定書等において共通した基本的考え方が示されて
おり、 日米欧とも、 それに基づき食品、 飼料、 環境影
響に関する安全性について、 科学的な知見を踏まえて
評価し、 安全性が確認されたもののみ生産 ･販売をで
きる仕組みを構築 ･運用。

○ 具体的には、 我が国では食品衛生法、飼料安全法及
びカルタヘナ法等により、 科学的評価を前提にした承
認の枠組みが確立。

○ 海外で開発された遺伝子組換え農作物も含め、カル
タヘナ法に基づき承認を受けたものは、 1 1 作物 ･林
木、 8 8 件で、 そのうち国内で一般栽培が可能なもの
は 6 作物、 3 7 件 (平成 1 9 年 5 月 )。 l厚生霊、l ↓

｣
ー
農林水産省l(食品衛生ジ葛 〔JA S法)

表示基準の制定(遺伝子組換え食品に係る義務)

農林水産省

飼料としての安全性食品としての安全性

厚生労働省
(食品衛生;劫

生物多様性の確保

関係6 省く環境省、財務省、文部科学省、
-

厚生労働省、農林水産省、
経済産生業省)

(遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生
物の多様性の確保に関する法律
(刻しタヘナ法〕) ±土
リスク評価:学識経験者からの意見聴取

(生物多様性影響評価検討会)

○ 安全を確保するための仕組み

リスク評価:食品安全委員会
リスク評価"食品安全委員会
(飼料を通L>>た食品の安全′匠)

(飼料安全ツ葛
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(2 ) 栽培実験指針等 ○ 第 1種使用規程承認組換え作物栽培実験指針の概要

○ 農林水産省所管の独立行政法人試験研究機関が遺伝
子組換え農作物の野外栽培実験を行う場合は、 当該農
作物が全ての安全性確認を経ていない状況を踏まえ、
｢第 1種使用規程承認組換え作物栽培実験指針｣ に基
づき、 研究所周辺の理解が得られるよう、 一般作物と
の交雑 ･混入防止や情報提供に努めている。

○ 各独法機関は、 指針の遵守はもとより、 一層の理解
を得る観点から、 周辺住民に対する説明会等の開催方
法に工夫を凝らすなど独自の取組みを実施。

○ なお、 一部の地方自治体では交雑 "混入防止のため
の独自の条例等を制定。

l 趣旨
農林水産技術会議事務局では、 所管の独立行政法人が実施する遺伝子

組換え作物の野外栽培実験について、 国民の理解の下で円滑に実施する

観点から、周辺栽培作物との交雑 ･混入防止や情報提供等を内容とする

栽培実験指針を定め、 独立行政法人を指導している。

= 概要
1 栽培実験の実施

(1) 栽培実験計画書の策定
栽培実験の目的等

(2) 交雑防止措置
ア 隔離距離による交雑防止措置

①隔離距離
栽培実験対象作物 同種栽培作物等との隔離すべき距離

イ ネ 3 0 m

ダ イ ズ 1 o m

トウモロコシ

(食品安全性承認作

物及び飼料安全性承
認作物に限る。)

6 0 0 m または防風林がある場合は

3 0 0 m

西洋ナタネ
(食品安全性承認作

物及び飼料安全性承
認作物に限る。)

6 0 0 m または花粉及び訪花昆虫

のトラップとして、 栽培実験対象作

物の周囲に、 1 . 5 m 中の非組換え

西洋ナタネを開花期間が重複するよ

うに作付けた場合は 4 0 0 m

②食品安全性承認作物でない又は飼料安全性承認作物でない

イネ及びダイズについては、モニタリング措置を実施

イ 隔離距離によらない交雑防止措置

開花前の摘花、 除雄又は袋かけ筈

圏 研究所等の内での収穫物、 実験材料への混入防止措置

2 栽培実験に係る情報提供

栽培開始の 1ヶ月前までの計画書の公表、 説明会の開催等

3 栽培実験に係る管理体制の整備

栽培実験責任者の指名
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○ 日本、 アメリカ、 欧州における特許登録件数の比較
(2 0 0 5 年)

(3 ) 知的財産

○ イネゲノム情報を基に、 遺伝子の特許化による知的
財産の囲い込みが世界の趨勢。 ライフサイエンス関連

○ イネゲノム研究成果を生かしつつ、 有用遺伝子や基
盤技術等について特許化を図り、 遺伝子特許を活用し
たビジネスチャンスを創出することは、 我が国の知的
財産戦略上極めて重要。

日本 アメリカ 欧州

出典:特許庁 重点8分野の特許出願状況調査

○ 農林水産省としても、 今後イネゲノム研究の基盤情
報を活用し、 有用遺伝子の特許出願を推進。
具体的には、消費者の志向に合致した減農薬栽培を
実現する複合病害抵抗性品種や、 日本を含む東アジア
における重要害虫であるトビイロウンカ抵抗性品種
等。
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(4 ) 国民の意識

○ 我が国においては、 ダイズ、 飼料用トウモロコシ、
ナタネ等の遺伝子組換え農作物を大量に輸入している
一方、 消費者、 生産者等の多くが、 遺伝子組換え農作
物を食べることや、 生態系への影響、 一般作物等との

父雑 ･混入に対して不安感。

○ 一方で、 環境に改善に効果があるなど、 国民にとっ
ての利益が実感できるものについては受容の可能性。

○ 遺伝子組換え農作物等の実用化のためには、 国民理
解が必要不可欠。

○ 食の安全性に関する意識調査 (国政モニター調査)

資料 :国政モニター課題報告 ｢食の安全性に関する意識調査｣

(内閣府食品安全委員会 平成 15 年 12 月実施 国政モニター 550 名対象

回答 326 名 )

○ 今後研究開発に力を入れて取り組むべきと考える
遺伝子組換え農作物

　　　　　　　　　

重金属やぶイオキシンを除去で言う植物

肴ばつや冷害こ己乱、作物

対立よくバイオ燃料の原料を得られる作物

乾峠や塩書こ≧乱･丙直物

病気の予防や治療訪、期待できる作物

収‐動か壱礼、作物

蹄.掌この勢力が涎波できる作物

栄養応分を強化した作物

これまでにない色やn劣り花

その他
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う□玉
資料 :遺伝子組換え作物等に関する W EB 調査

(先端産業技術振興センター 平成 19 年 2 月実施 インターネットモニター

回答 3,007 名)
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超三千#既製え主賞品i
-惟講師覇霜厨覧富
ワイ非ノス
　　　　　　　　　
轢が靱,扇脛し-↓‐呈コ
　　　　　　　　　　
　　　
肥料
　　　　　　

いわゆ56包願賞品
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